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　　【目的 】 培養 プ ロ セ ス の 細胞増 殖 経過 の k 二 夕 一 と して は、 レ ー ザ ー 光 を

　 使 っ た 濁 度 セ ン サ ー な ど が 実 用 化 さ れ て い る 。 しか し高 価 で あ る 、 サ イ ズ

　 が 大 き く卓上 型 の 培 養 装 置 に は 適 用 し に くい な ど の 問 題 が あ り 、 今 日 、 pH

　 調 節 や DO計測 な ど の よ うな普 及 レ ベ ル に は 達 し て い な い 。 そ こ で 、 本研 究

　 で は 、 培 養装 置 に お け る増殖 モ ニ タr が 広 く普 及 で きる よ うな装 置 を開 発

　 す る こ と を 目的 と した 。

　　【方 法 及 び 結 果 】 細 胞 濃 度 を 測 定 す る た め 、 培 養 液 が 入 る 透 明 セ ル を透過

　 した光 の 照 度 を評 価 す る 光学 的 方法 を採 用 した 。 従来 か ら用 い られ て い る

　 光 学 密 度 に よ る 方 法 で は 、 光 学 密 度 （O ． D ． ） ＝ 10g （入 射 光 強 さ／

　 透 過 光 強 さ ） と して 評 価 した が 、 本 方 法 で は 、 透 過 光 の 照 度測 定 素子 の 出

　 力 を 直 接 評 価 し た 。 照 度 測 定 素 子 出 力 （R ） は 、 照 度 （L ） と の 間 に

　 R ＝ a ／ Lb で 近 似 で きる特 性 を も っ て い る 。

一 方細 胞 濃 度 （X ） が 高 く

　 な る と照 度 （L ） は 、 小 さ くな る の で 、 細胞 濃 度 の 増 加 は 出 力 を 増 加 させ

　 る 特 性 が 得 ら れ る こ とが 示 唆 され る 。 本 研 究 で は 、 こ の 特 性 を 利 用 して 、

　 種 々 の サ イ ズ の 測 定 セ ル を 用 い て 粒子 懸 濁 液 の 濃 度 を 測 定 し た 。

　 ま た 、 通 気攪 桴 培 養 で は 不 可 避 の 気泡 除 去問 題 に も検 討 を 加 え た 。
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　【目的】熱線法粘度 セ ン サ
ー

は 機械的駆動部の な い 単純構造 な が ら 、測 庫粘度範囲が 広

　く 、しか も こ れ を保 護 筒 付で 覆 う こ とで 攪拌系に も適用 で きる こ とを こ れ ま で に 明 らか

に して きた 。 今回 は こ れ を ジ ャ
ー

フ ァ ン メ ン タ
ー

に よ る キ サ ン タ ン 発 酵お よ び タ バ コ 細
胞 培養系 に適用 しプ ロ セ ス モ ニ タ リ ン グ を 行

’
っ た 結 果 に つ い て 報 告す る 。

　【方法及 び結果】、保護 筒付き熱線法粘度 セ ン サ ーを 30L ジ出
一
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測定 時 の み 保護 筒を閉 じて ，f’hntρmbfies 　celdpestriSec よ る キ サ ン タ ン 発酵お よ びタ バ コ 細

胞 培養系 に お け る粘度 変 化 モ ニ タ リ ン グ を行 い 、 サ ン プ リ ン グに よ る培 養液実測粘度 、

菌体濃度な ど と比 較 し た 。 保護筒付 き熱 線法 粘度 セ ン サ ーは単 純構造 で あ り 、また 、 保

護 筒開閉 は外部 か らの 操作可能な構造 で あ る た め 、ジ ャ
ー

フ ァ
ー

メ ン タ ーに 取 り付け た

ま ま容易 に高圧 滅菌で きる 。 キ サ ン タ ン 発酵で は 、 キ サ ン タ ン生産は 増殖連動 的 で あ り 、

キ ザン タ ン 濃度増大 に 応 じた 粘度変化を熱線法 粘度 セ ン サ ー
はR 好 に モ ニ タ リ ン グす る

こ と が で き た 。 タ バ コ 細胞 培養 系に お い て は 、菌体 濃度 の 増加 曲線 と、培養液粘度 の 変
’
化曲 線 に は時間的遅 審｝ が見 られ 、熱線法 セ ン サ ーは 粘度変化に 対 し て 忠実な応答 を示 し

た 。 以上に よ り熱線法粘度セ ン サ
ー

が 粘度を指標 と した 発酵 プ ロ セ ス モ 屯 タ リ ン グに 有

用 で あ る こ と が 明 か と な っ た 。
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